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「知の増殖型サイクルの知的処理と流通システム」

• 目的
• 知の増殖型サイクルでは、新たな知を創造することが重要で
あり、その新たに創造された知をデジタルアーカイブする。

• それには、新たな知に対応してメタデータの項目を追加する必
要があり、知の増殖型サイクルを支えるダイナミックなメタデータ
を考える。

• 学習到達目標

–地域資源のメタデータの構成について説明できる。
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「1.地域資源」

• 地域資源とは
• 自然資源のほか、特定の地域に存在する特徴的なものを資
源として活用可能な物と捉え、人的・人文的な資源をも含む
広義の総称
– ① 非移転性（地域性）

– ② 有機的連鎖性

– ③ 非市場性

• 地域資源を活用することで、地域再生が期待できる
– ①地域住民による創意工夫と自主性

– ②地域づくりの総合性

– ③地域市場全体への付加価値の帰属

– ④住民自治権の確立

参考：「地域資源の再発
見」総務省自治行政局地域
振興課編集
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「 2.地域資源の分類」
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「 2.地域資源の分類」



6

「3.メタデータの構成」

• メタデータ

–資料を説明するためのデータ

–本「タイトル」「著者」「出版社」「発行日」「値段」など

• アーカイブサイトでどのような検索項目を提供するか
タイトル 資料の種別 営み

撮影者 許諾条件 識別子

作成者 フォーマット種別 ファイル形式

撮影日 登録日 資料種別

作成日 主体 権利情報・利用条件

撮影した場所 組織 コンテンツの権利

作成者の住所 対象
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「3.メタデータの構成」

メタデータ項目

1 ファイル番号

2 タイトル

3 よみがな

4 タイトル（英文）

5 撮影日時

6 関連情報

7 キーワード

8 キーワード（英文）

9 所在地

10 GPS情報

11 ライセンス等条件

12 記述

13 根拠資料

利用者用メタデータ 管理者用メタデータ メタデータ項目

1 フォルダ名

2 資料名

3 よみがな

4 撮影場所(県名)

5 撮影枚数

6 記録媒体

7 ファイル形式

8 ファイルサイズ

9 撮影日

10 撮影者

11 提供日

12 権利者

13 権利者連絡先

14 コーディネータ

15 コーディネータ連絡先

16 許可申請等

17 利用許諾等

18 利用注意

19 内容分類

20 記述

21 根拠資料

22 備考
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「その他.メタデータの難しいところ 」

• 必須 or 任意

• 作業時間

• 精度（異なる値を付ける）

– サンプルの用意

–選択肢の中から選ぶ

– キーワードの見直しが必要
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研究課題

• 地域資源のデジタルアーカイブのメタ情報の項目を
考えてみなさい。

• そのうえで、それらの項目がなぜ必要なのか利用を
考えて論述しなさい。

• ヒント
• (ウ)知の増殖型サイクル用メタデータ(谷氏の資料より引用)や
6.データ項目（例）を参考にすると良い。
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